
脱炭素社会に向けた“真庭市役所”の取組

令 和 ４ 年 ８ 月 2 9 日 （ 月 ）
第１回脱炭素社会に向けた市民会議
真庭市 産業政策統括監 石井 裕隆
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＋1.5℃で、何がおきる？
①10年に１度の大雨の発生頻度は1.5倍
②10年に１度の熱波などの極端な高温の発生頻度は4.1倍
③10年に１度の農業や生態系に被害を及ぼす干ばつの発生頻度は1.7倍
（参考：日本の食料自給率（ｶﾛﾘｰﾍﾞｰｽ）：37％）

▼西日本豪雨時（真備町） ▼干ばつによる世界の穀物生産被害（農研機構.2019）

※過去27年間で世界の主要穀物 (トウモロコシ、コメ、ダイズ、コムギ)の栽培面積の4分の3
 (4億5千万ヘクタール)が干ばつによる被害を受け、27年間の総生産被害額は約1,660億ドル

に達した。
※出典：Wonsik Kim, ToshichikaIizumi, Motoki Nishimori (2019) Global patterns of crop production losses associated with droughts 

from 1983 to 2009. Journal of Applied Meteorology and Climatology
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▼米国カリフォルニア州の山火事

地球温暖化の進行に伴い、今後、豪雨や猛暑のリスクが
さらに高まることが予想。

昨年は米国・カナダで高温が続き、大規模な山火事が発生。
木材価格にも影響が生じた。
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災害大国「日本」の経済損失は特に大きい。
例えば、2018年の自然災害による経済損失は、台風21号（130億ドル）、

西日本豪雨（100億ドル）でそれぞれ世界第４位、第５位。

もはや「真庭市」にとっても対岸の火事ではなく、
将来世代に持続的な社会を残すための

責任を果たさなければならない。
▼西日本豪雨時の報道（山陽新聞より：左→平成30年７月11日朝刊、右→同月12日朝刊）
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地球温暖化の要因は「温室効果ガス」と考えられている。
その最大の排出源は「エネルギー」

（日本の場合、85％がエネルギー起源）

なぜ“真庭市役所”はカーボンニュートラルを目指すのか②
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目指す方向性は一言で「脱化石資源」
再生可能エネルギーの積極的な活用（創エネ）と

省エネを推し進めていくことが基本
※化石資源：石油、石炭、LNGといった地下資源
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なぜ“真庭市役所”はカーボンニュートラルを目指すのか②

「再生可能エネルギー」や「CO₂の吸収源＝森林」
“都市部より真庭市のような地域に多くある資源では？”

脱炭素をチャンスにして、
真庭をもっと魅力ある“まち”にしたい！
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真庭市では、地域の経営者を中心に
日本では、脱炭素社会への取組に

最初にチャレンジした地域の一つ。

1992年から地元の若手経営者が集まり、
「まちなみ再生」と「ゼロエミッション」を両輪に議論

京都議定書が締結される前年の1997年にとりまとめ

真庭市は“脱炭素社会”の先進地！？

～2010年の真庭人の一日～
（略）
 そんな子供たちに人気なのが、冬季の温水
プールである。これには地元の製材業の自家
発電による、電気と蒸気が使われている。こ
れは、木材の加工過程で出てくる、廃棄木材
を再利用したもので、製材工場はもちろんの
こと、現在では、町役場や小学校をはじめ、
一般の家庭も７割近くをこの電気で賄ってい
る。木材から電気が生まれるという事実も、
真庭では、子どもたちが自然と人の生活との
つながりを学ぶ大事な教材である。（略）
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真庭バイオマス発電所
→地上資源（木質）のみで発電。

森林整備も後押しする役割＝吸収源対策にも
→市役所や学校、水道施設に電気を供給



発電に必要な燃料
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発電に必要な燃料
＝柱や梁を作るために発生する木の“ゴミ”

→資源化に成功！

[通常使われない部分で、森林内へ放置されるもの]

未利用丸太 枝葉
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発電に必要な燃料
＝柱や梁を作るために発生する木の“ゴミ”

→資源化に成功！

樹皮＝バーク

[製材所や原木市場等で出てくる廃棄物]

製材端材
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水夢＝木質ペレットで加温
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生ごみも資源に！
単純に燃やさずに、肥料に転換

→ごみの焼却に伴うCO₂排出が減ります

生ごみ

し尿・浄化槽
汚泥

バイオ液肥
実証プラント

液肥スタンド

農地散布

バイオ
液肥

本格プラント
生ごみ等資源化施設
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市民の皆さんもごみを減らす
取組に挑戦しています。
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これからの取組について
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真庭市では、“まずは市役所から始めよう”
ということで、国が選ぶ「脱炭素先行地域」

（全国で26か所の一つ）としての
取組を始めました。

（公共施設のLED化・太陽光発電設備の導入、
生ごみ等資源化施設の導入、バイオマス発電所の増設を目指した検討等）
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更にこれを進めるため、
市民・市内企業の皆さんとともに、

魅力ある地域を作っていきたいと思っています。

「地域づくり」×「脱炭素」
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今年度は、真庭市として、
地域の「温暖化対策」について、

進むべき方向性の検討を
進めることとしています。

これを実効的で、
市民の皆さんの実感のもとに進め、
魅力ある地域づくりにつなげたいと

考えています。

皆さんの考える“魅力ある地域”を
イメージしながら、

そこに脱炭素を掛け合わせ、
更に魅力的なものにできるよう、
この市民会議（ワークショップ）

に取り組んでいきたいと思います。

よろしくお願いします。



ご清聴ありがとうございました。

〒719-3292 岡山県真庭市久世2927-2
真庭市役所　産業観光部　林業・バイオマス産業課          　生活環境部　環境課　　
                TEL： 0867-42-5022　　　　　　　 TEL： 0867-42-1113
                MAIL：biomass@city.maniwa.lg.jp　   MAIL：kankyoh@city.maniwa.lg.jp　
URL： https://www.city.maniwa.lg.jp/

（蒜山高原）

（北房ほたる）

ご質問等ございましたら、MAIL（hirotaka_ishii@city.maniwa.lg.jp）までお願いします。

https://www.city.maniwa.lg.jp/

